
子宮頸がんは、21世紀に入ってから20歳代前半の罹患率が急
激に増加しており、年間1万人以上が診断されています。特に
宮崎県では、人口10万人当たりの患者数が全国で最も高い状
況です。

子宮頸がんの予防には、HPV（ヒトパピローマウイルス）ワク
チンの接種が有効であり、早期発見・治療には定期的な検診が
重要です。そのため、令和5年度および令和6年度に宮崎市と
連携し、子宮頸がんワクチンのキャッチアップ接種を行う臨時
接種会場を設置するとともに、巡回バスによる子宮頸がん検診
会場をキャンパス内に設けました
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